
「居場所プロジェクト」について

◆プロジェクト参加機関

◆会議開催

日 時

第1回 （済） 9月11日（水） 13:00～15:00

第2回 （済） 11月28日（火） 10:00～12:00

第3回 未定（1月～2月）

※今年度３回実施予定

（1）取組概要

●生活困窮者支援にとどまらず、より幅広い分野・視点での「居場所」に関する情報共有・協議・実践を行うことで、さまざまな人

の「社会参加」の支援を行う。

【事前資料４】



【２回目以降の活動について協議】 ＝会議体のフレームづくり＝
前回までの居場所プロジェクトで考えた３つの視点「居場所の周知・共有・創設」をベースに、新たに参画した子ども・教育・まちづく
り分野とも協働しながら、「居場所」をキーワードに取組を話し合う。

◆協議内容

＜障がい＞
・夕方の時間帯の居場所がほしい。また、「つむぐ広場」のよう
なところが小学校区に一か所あるのが理想だが、担い手の課
題がある。
・地域との関わりとして、こども食堂等の居場所とのコラボも
考えたい。（高齢分野は実施時間帯が合わない問題がある。）

◆各分野の現状、困りごとの共有

＜社会的孤立（困窮・不登校・ひきこもり）＞
・居場所はあるものの利用者が少ない。
・既存の居場所はグループの考え方もあり、入りにくいものも
ある。ホストの丁寧な関わりがないと入れない。
・居場所のニーズ（必要性や内容、場所など）把握や周知が難し
い。

（２）第２回目の開催報告

・ みんなが使える「場所」を決めて、様々な分野の人が役割を持って活躍できる居場所がある
といい。
・居場所をつくるのではなく、既存の居場所やグループのつながりをつくる「場づくり」が大切。
・既存の団体にも役割をお願いすることで、団体の意欲も上がる。
・“交流会”という名目では来ない人がいるので、結果として”交流“（居場所の周知やネット
ワークをつなげるきっかけ）になる仕掛けが必要。
・社会的孤立の人にどのように伝えて仕掛けていくのか、ターゲットを絞る必要がある。
・役割がある居場所のほうが参加しやすい。


